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カ品傭詰の細菌学的研究

第 4報 タラバヌfユ纏請の膨脹纏よ b分離せる細菌の

胞子濃度と殺菌程度との関係

谷川英一・手塚一世

(北海道大学水産学部水産食品製治学教室〉

Bacteriologicai Studies on Canned Crab 

lV. The relation between the degr健 ofstぽilizationand the concentration of 

the bacterial spo問 suspensionwhich was isolated from “swelled canned crab" 

Eiichi TAN1KAWA and Issei TEZUKA 

Abstract 

1n order to know the relation between the degree of sterilization and the ∞ncentration of bacteriaI 
笥ぬresu匂児nsion，bacteria which were isolated from swelled canned crab were u詑d.
From 3ωns of the sample， 3 species of pure culture were obtained; they are cal1ed L'， M' and 

N' . The heat resistan関 ofthe isolated bacteria becarne large with the increasing of the concentration 

of spore suspension. For example， if the number of spores in the suspe凶 ionwas above 10"， L'-bacteria 
was sterilized about 80 minutes， M'-bacteria about 60 minutes and N'-bacteria 70 minutes at 1叩.90C，
re宮pectively.

From the results obtained the limit of freshn舗 degreeof crab 1間 atas raw material for the 

canned product is manifested by the number of the spores of below 101• 

When such unfresh raw meat as containing above 101 of bacteria is packed in cans and pr∞essed， 
the cans will probably bE四rne“swel1edc佃 s'"• 

同一菌磁の細菌胞子でもその濃度の差異により耐熱性に差異を生ずることは WilliamsO， 天羽のり等によ

って明らかにされてお b，谷)1¥4)も本研究の第3報において毛ガニ纏詰より分離せる Bac. megatherium， 

Bac. mesentericus vulgalus両菌種についてそれらの胞子濃度と耐熱性との関係を研究した。今回t主タラ

パガニ纏詰の設官問題を解決するたあ，膨脹したタラパガニ纏詩より分離した細菌の胞子濃度と特に加熱温

度を種今に変えた場合のそれらの耐熱性を検討したのでと q~報告する。

実 駿 の 部

1. 実酸材料

木研究に供試した細菌は昭和zl年11月19日-21日に00漁業株式会社00工場において製造されたタラパ

ガェ纏誇(平1封度纏〕の中，原因不明のたb膨脹を起した纏詩より分離したものである。供試纏は3健で

とれを夫々便宜上 L，M，Nと呼秘する。 L，M健は何れも最初より片面膨脹の状態にあり .N健は最初よ

り両国膨脹で Hardswel1を呈していた。開繕時の状態は第1表の如くであった。第1表に示される如く供

試纏の巻締は略々良好なため，巻締部の漏洩による膨脹とは考えられない。
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供試櫨詰の開纏状況第 1表

N M L 7-I一一竺竺竺|
Hard swell 左同swell 80ft 観外

左同左同61bs.，ω分間設菌圧力，時

左同左同雌，ブレーク級等

しなカ弾左同弾力性若干あり質肉

左同淡赤褐色

若干の生ぐさ臭
及び酸臭あり

やや潤濁

色褐黄沢〈皮膚赤色部〕色

臭酸やや生く¥さ臭あり味香

左同濁潤汁液

73.32 96.16 47.∞ 揮発性塩基窒素量~mg%)

6.8 6.0 6.4 pH 

明有之明有立明

何れもB.H.=I/IO

不度鮮事ヰ原

2.細菌@分睡
前記の3ケの健詩を供試耕として木研究の第1報1)と同様の方法で好気的，嫌気的に細菌を分離し，純粋

培養とした。 3ケの供試櫨から夫々 1菌株宛の純粋培養を得た。それら菌株を便宜上L'.M'.N'菌とした。

3. 分醸細菌@耐熱性
一般にカニ健設の如く殆んどドライパヅグに近いものは櫨内の熱伝導がよくない。例えば本研究第3報り

におけるカュ学封度繕の熱伝導試験結果をみても，叉今回カニ 1封度纏の熱伝導試験結果 (6封度の重量菌温

度において〉く第1図〉からみても殺菌過程中において纏内温度がレトルトの殺菌温度と同温度になっている

時聞は僅少であh 牟封度纏型の時も 1封度纏

型の時も約8分間である。従って艦内に存在す

る細菌の耐熱性が繕内温度に耐え得る時は残存

して膨脹変敗を起すとととなる。細菌の耐H熱性
はその胞子が凝塊を作っているか杏かめ，胞子

数の多寡，内容物のpH等によって異ってくる。

胞子の凝塊の存在によって耐熱性試験結果に

Skipを生ずることは天羽めものべている。と

与で著者等は特に胞子数の多寡によってカニ纏

詩の殺菌に及ぼす彰響をみるため，前記雄誇よ

り分離した細菌を用いて研究を行った。

C.H.やや不足気味
なれど巻締良好

C.H.=出181態状締巻

t:: 何パガZ蜘(ー封度情)腕糊験
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( i)実験法

(1)分離細菌の胞子形成

胞子の形成法は坂口・天羽の方法のに準拠して行った。即ち培養基としては分離細菌が通性嫌気性であっ

た J..<lb寒天斜面培養基を用いた。前記分離細菌よ b1-2白金耳宛を寒天斜面に接種し.370Cで8-10日間

培養した。

ぐ2) 胞子懸淘液の調製

胞子懸濁液中の胞子の数を夫々褒えるたあに Sorensenの M/15:燐酸塩緩衝液くpH7.0J中へ浮滋せしめ芯
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菌苔の採取量を愛えた。即ち燐酸温溶液を棉栓.]....た試験管に15∞宛分注し.1200Cで15分間滅菌しておきこ

れに前項の Agar-agar斜面上より菌苔を白金繰又は白金耳を用いて鈎菌し，津滋せしbてよく振還して胞

子凝塊を破壊し，更『て予b乾熱滅菌した東洋漏紙 No.5B又はCを用いて漏過し，漉液中の胞子を更に均ー

にするたあ滅菌プム栓をはあ，上下によく振って混合し，トーマの血球計を用い 1cc中の胞子数を算出し

た。とれによって得た胞子臆渇液を原液とした。各原液中の胞子濃度は第2表の如くである。

第 2表 血球数計器による原液1cc中の胞子数

立4最も稀薄なもの 中間濃度のもの 最も濃厚なもの

(10宮の胞子数を含むもの〉 (10'の胞子教を含む〉 (10<;の胞子数を含むもの〕

L' 181 2800 114∞o 

M' 121 3冊。 106必O

N' 197 2400 164<泌O

く3) 胞子懸濁液の加熱法

各菌株の原液を夫々試験目的によって原液のま h 叉t~lh舶， 1/1000，1/10酬に稀釈したものをよく混合し

波菌ピペットで夫々の 1ccづつを正確に乾熱波菌した小試験管(内径7-10mm，長さ7Omm，厚さ 1mm)

3木K分注し，綿栓の上からプムキヤタフ・を被せてイ哩ホーム・レトルト中にて各種加熱温度及び各種時聞

において加熱試験する。加熱後はレトルト中より取出し，流水中で急速に冷却する。冷却後小試験管内の胞

子懸濁液を1良金耳宛普通プイヨy約lOccを入れた試験管中に無菌的に移植して発育適温K保ち10日間培養

をつ父けた後，プイヨyの潤潟及び菌膜の発生で生死を決定する。加熱後3本の試験管中1木の発育も認め

ない加熱時聞を死滅時間とした。向原液稀釈には SdrensenのM/t5燐酸塩緩衝液を用いた。加熱温度と時聞

は供試躍が何れも 6封度(109.90C)80分間の加熱殻商であって繕の巻締状態の良好なものが Softswell叉

は Hardswell ~膨脹したととより考え，木実験では 6封度 (1ω.90C) を基準とし， 5封度 C108.40C;，

6封度， 7封度(111.30C)， 8封度 (112.70C)の温度で，加熱時聞は 1cc中胞子数10万以下のものでは

5 ，10，15，20，30，35，40，60，80分に夫々区切り加熱し， 10万以上のものでは20，40，60，ω分聞に夫々区切って

試験した。叉加熱による残存胞子数を求あるたあに，加熱後の胞子懸濁液を予.lD1∞。C30分間温浴中で溶融

せしbた寒天培養基と共にシャーレK流し込み，平板培養法にて1昼夜培養後平板上の集落数を計h 残存

生菌数とした。

(ii) 実験結果

(1)胞子濃度の濃淡による分離細菌の耐熱性.の差異

第2表におけるが如き胞子濃度の異る原液を用いて耐熱試験を行った結果は第3表の如くである。第3表

よりみるK同菌株においては胞子濃度の濃淡『てよって帰願性に差異のあるととは単燃注見られ， 101;以上の

胞子を含む場合tては耐熱性が非常に大となっている。例えば101;の胞子濃度のものは6封度(109.90C)Kて

Vー菌は約80分間にて死波じ， M'ー菌は約60分間， N'菌は70分間Kて死滅している。然るに10"'，10'の如き胞

子濃度では3菌株とも夫々10分間及15分間で死波しているoとのことから考えてもカニ肉に若し10'以上の

細菌胞子が附着しておれば8封度 (112.70C)の如き高温度でも殺菌困難なととが判る。

(2) 胞子濃度の濃淡による加熱後u)胞子残存数の差異

次に胞子濃度の異る原液(10'，103， 10りを夫々 1/1帆 I/tO帽， 1ft，酬に稀釈して6封度(109.90C)に各

時間加熱した後の残存胞子数は第4表の如くである。特に胞子濃度の大なるものはOりについては実験を3

回行った。

第4表の結果からみるに胞子濃度の稀釈なものく10~) は6封度加熱で5分間では残存するが， 10分間で死
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-第 3表 胞子漫度の濃淡による分瞬間菌の耐熱性

詩的J月 1 5 1'0 115 1 20 1 25 !イぉ I~ 60 80 

5封度く108.40C) + + 一

度稀薄 6 グ cl伯.9~C) + 一
なもの

(10勺 8 グ C112.7
0C) 士 一

|胞子濃 5封度Cl08.40C) + + ± 

L' 度中間 6 グ clω.90C) 十 ± 
なもの

• (10勺 8 グ (112.70C) 土 ー

胞子濃も 5封度Cl08.4
0C) + + + + + + + 十

濃度最いも 6 グ (1叩.9"C) + + + + + + + I + + 
町〉

(10弓〉 8 グ (112.7
0C) + + + →ー →ー

臨時ls撒 cl同町 + 
度稀薄 6 グ cl叩.90C) + 一一
なもの
く10宮)I 8 グ (112.70C) ーー

胞子濃 5封度(108.40C) + + 一

M' 度中間 6 グCl'旬.90C) + + 一
なもの

(10常〉 8 グ (112.7
0C 十 ー

一一
胞子濃 5封度(108.4

0
C)‘+ + + + + + + + + + 

濃度最いもも 6 グ(1旬.9"C) + + + + + + + + 
の

く10り
8 グ (112.70C) + + + + + 士 ー

胞子濃 5封度(108.40C) + + 日

度稀薄 6 グ(1叩.9"C) 十一 一

なもの

(10つ 8 グ (112.7
0C) +ー

胞子濃 5封度(108.40C) + + 
N' 度中間 6 グ (1ω.90C) + + }一

のもの

(1(}~) 8 グ (112.7"C) + 一

胞度濃最子い濃もも
5封度(108.40C) + + + + + + 十

6 グ (109.90C) + + + + + + + + + 
の

く101;) 8 グ (112.7
0C) + + + + + + + 十 ー
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6封度 (1ω.9"C)において加熱せる場合の胞子践存数第 4表
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耐熱試験に供した胞子原液の濃度稀薄なもの(10雪〉
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(分)

1/1∞ 
1/1αm 

1/100∞ 
1/1∞ 
1/1∞0 
1/1∞00 

(1) 
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N' 
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同上，胞子原液濃度の中等程度のものく10勺

35 30 25 5 

a
u
q
G
n
u
 

主ぶTf|

1/1∞ 
1/1側

1f1∞∞ 
1/1∞ 
1/10∞ 
1/10似淘

(2) 

L' 

M' 

N' 

向上，胞子原液濃度濃厚のもの

くA) L'菌株

.く3)

稀釈度 11 1/10'¥ 1/101 

議言y辺警空!却 |ω| 回 |ω 却|ω| 回 |ω 却|ω| 回 |ω
1 お3 19 2 。271 3 o 。3 1 。。
2 154 21 4 。48 12 2 。1 。。o 
3 159 49 5 。36 9 1 。2 。。。

平 均 192 30 3.3 。37 8 1 。2 0.3 。o 
K 1.ω3 1.ω5:1.160

1 o 11.05711.084 1.084 o 1.ω1 1.α}2 
。。
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くB) M'菌株

稀 釈 度 1/10'2 1/10'τ 1/1O'~ 

ご会度二数二ご~百~融一扉一面 却 14~1 60' 1 80' 加 |ω| 田 |ω 却 140 1ω|ω  

1 50' 11 1 o 18 3 1 。1 。。。
2 31 8 。。12 3 。。2 1 。o 
3 29 5 。。9 2 。。1 。。o 

平 均 36.6 8 0'.3 。13 2.7 0'.3 。1.3 0'.3 。。
K 1.185; 1.130' 1.150' 。1.111 1.ω5 1.1随 。1.111 1.ω2 o 。

(C) N'菌株

牛 耳
山吉 1川 1/10'1 

20 I 40' I '60' IωI  20 1 40 I 60' 1ωI  20 1ω|回円子

1 136 23 3 。56 6 1 。1 。。。
2 110' 35 2 1 89 5 。。2 。。o 
3 269 38 。。132 彫 3 0' 1. 。1 ・ 0 ー。 o 

平 均 172 32 1.7 0'.3 92.6 4.7 0'.3 。1.3 。
K 1.185 1.130' 1.150' 1.112 1.0'28 1.093 1.113 。1.111 。0' 1 0' 

減し，濃度中等度のものは稀釈度が小さければ即ち胞子数の多いものは15分間の加熱にも耐えて残存する胞

子がある。然るに胞子濃度の大なもの(10'5)においては各菌株にて異b，Lん菌は約ω分間の加熱にて死滅
し， Mん菌は約回分， N'j若は約70'分間で死波している。胞子濃度の最も稀薄なものく10'η及び中等度のも

のく10'1)では死滅時聞が短いので，胞子濃度の大なるもの(10'")について加熱致死速度曲線を得るために

縦軸に単位量の培地中の胞子数の対数をとれ横軌に加熱時聞をとって加熱弼E速曲線を描くと第2図の如

くである。

vm耐熱試験 M'菌耐熱試験 N'菌耐熱試験

原液il皮1.14x 105 r;，;:浴il度I.()64/ 10与 原液凝度 1.64決105

10ωoト 10000ト 1ω00

1000ト 1 1000 

10 

坂口及び天羽め両氏は

細菌胞子の加熱による死

波は一分子反応的に進行

し，次式で表わされると

とを述べている。即ち

K=ilog2L.…(1) t --~ b' 

と与にKfま加熱致P躍度

↑亘数， tは加熱時間， a' 

は最初の菌数， b'はt'?t

聞の加熱後の殺菌数であ

る。

とLで第4表の数値を

く1)式に代入してKを求

宮o 40 60 80 min. 110 岳o 60 80 min. 20 40 60 ωmm.  めると同表の最下欄に示

第 2 図 した如き数値が得られた。
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第 2図から明らかな如〈胞子濃度が大なる程，叉加熱時聞が短い程死滅し難いとと古坤jる。

結 論

以上の実験結果から供試繕誇の膨脹は原棋の不鮮による細菌の汚染度の増加による殺菌不足に原因してい

るととは明らかである。即ちカニ肉の鮮度の低下による細菌数の増加は既に谷川及び志憾のによって明らか

にされておh カニ縫詩原料としての鮮度の限界以上においては細菌数は 107/g以上となり.かLる不鮮原

料を使用した場合には現在一般に工場で行われている殺菌時間では不足と思われる。以上のととを綜合して

考えると今回のカニ纏需膨脹纏を惹起した原斜は相当不鮮なものであったととが判る。

要 約

(1)木研究は Softswel1及び Hardswellを起したカュ繕詩より分離した細菌を用いて実験を行った。

(2) 3ケの供試纏より夫々 1菌株づっの純粋培養を得，それらの菌株を L'.M'.N'菌とした。

(3)分離細菌の国rj熱性は胞子濃度の大なるもの盟強く，例えば胞子濃度10'のものは6封度C109.90C)で

U菌は約ω分聞にて死滅し.M'菌防約国分間.N'iJsiは.70分間で死滅している。
く4)以上の実験結果からカニ篠詰原糾として鮮度の限界は細菌の胞子数107/gとなり，かかる限度以上の

不鮮原終を使用した場合は膨脹健を惹起する。
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